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Research Abstract

本研究の第⼀の⽬的は、GaAs単結晶を⽤いたラジオ波(rf)電場による励起実験であるが、この試料は表⾯に電極を形成することが⾮常に困難であったため、試料の加⼯に
予想以上の時間を費やし、実験は⼤幅に遅れた。実験の結果、2ms程のrf電場で69Ga核スピンの共鳴線の完全な飽和を観測し、⼀応の成果を得た。しかし、励起効率が⽂
献から予想していた程も⾼くなかったため、必要な励起効果がみられず、以前の【Al_2】【O_3】についての実験結果を越える成果は得られなかった。⾳響的な励起の場
合、その励起効率は⼀般に試料中に不純物が存在する⽅が⾼く、おそらく⽂献における試料は純度が低かったのではなかったかと思われる。低純度の試料にすれば励起効率
は向上したかもしれないが、逆に電気的な耐圧が下がるため結果は同じことであったであろう。他に⾼い励起効率が⾒込まれる試料をみつけたが、この試料で実験をするに
はNMRスペクトロメーターを作り直す必要があるためすぐには、実施できなかった。いずれ試みるつもりでいる。 第⼆の⽬的であるNMR多準位系におけるrf電場励起中の
熱混合についての理論的な研究は、上記実験の準備中に進み、論⽂にまとめ上げる段階に⾄った。現在作成中である。更に⼜、その理論的考察の過程で⼆つの成果が得られ

All

 
Search Research Projects How to Use

https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qc=Grant-in-Aid%20for%20General%20Scientific%20Research%20%28C%29
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qd=Science/Physics/%E7%89%A9%E7%90%86%E5%AD%A6%E4%B8%80%E8%88%AC
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qe=Kanazawa%20University
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-61540276/?lid=30111751&mode=nrid-d
https://support.nii.ac.jp/kaken/project_details
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://support.nii.ac.jp/kaken/howtouse/


Published: 1987-03-30   Modified: 2016-04-21  

Report (1 results)

1986 Annual Research Report

Research Products (1 results)

All  Other

All  Publications (1 results)

URL: https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-61540276/

た。⼀つは、磁気双極⼦相互作⽤による⼆量⼦ロータリーエコーの観測の可能性が判明したことで、すでに実験的にも実証し、その成果を論⽂に仕上げた。もう⼀つは、か
ねてから懸案の三準位系における⼆量⼦回転系飽和の問題を深く掘り下げる⾒通しが⽴ったことである。これはスピン熱⼒学的⾒地に⽴った⾮常に興味のある問題で次回の
研究課題である。最後の⽬的のGaAsにおける光ダイナミックポーラリゼーションの実験は、レーザー光を照射した反応としての蛍光は観測できたがそれ以上は時間の都合
で進まなかった。
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